
 
 
 

 受理年月日 平成26年３月５日 付託年月日 平成26年３月６日 所管委員会 第２委員会 

番   号     ２６ 年  請 願  第 １ 号 

 

件   名 

 

 

民間の学童保育所への補助金について 

請 願 者 

南区桧原四丁目36－25 
社会福祉法人やまばと会こばと学童クラブ保護者会 
代表 田津 昌昭 外1,094人 2,813人（26.3.20） 

紹介議員 中山、熊谷、綿貫、宮本、星野、富永(周)、高山、荒木 

分割付託 なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要  旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本市では現在、留守家庭子ども会への補助金はありますが、民間の学童保育所には、補助金が出ていま

せん。国の方針は、小学６年生までの学童保育を打ち出し、全国的に実践している市町村がふえてきてい

ます。本市留守家庭子ども会でも６年生まで受け入れる所が91カ所（全体の64％）とふえてきています。

しかし、学童保育への入所申し込みは年々ふえ、高学年になったらやむなくやめる人も多い中で、全体と

して留守家庭子ども会だけでは足りません。 
 私たちは国の方針を担い６年生までの受け入れを早くから実施している民間の学童保育所に預けていま

す。 
 子どもたちの安全確保と活動の保障のための職員配置を行っていますが、補助が全くないことから、高

額の利用料を支払ってきました。経営の面では、保護者の多大なる負担で支えられている状況です。その

ため、経済状況やひとり親家庭などの家庭の事情により、通所が困難となる家庭が出てきています。 
共働きやひとり親家庭の小学生、１年生から６年生までの子どもたち全てに、放課後・土曜日・学校休

業日を家庭にかわる場所で安心して過ごせる場所を提供できるよう、また、施設運営が安定するよう下記

の事項について請願します。 
 
１．保護者が安心して子どもたちを預けられるよう、全ての学童保育所に補助金を出すこと。 
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